
天
理
図
書
館

『開
館
九
周
年
記
念
　
古
事
記

・
日
本
書
紀
展
覧
会
目
録
』
紹
介

（凛

田

中

一
九
三
九

（昭
和
十
四
）
年
十
月
十
八
日
～
三
十
日
に
天
理
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た

「
開
館
九

周
年
記
念
　
古
事
記

・
日
本
書
紀
展
覧
会
」
に
関
す
る
周
辺
状
況
及
び
、
展
覧
会
の

『目
録
』
の

『古
事
記
』
関
連
書
籍
を
拙
稿
に
て
紹
介
し
た＜
。
本
稿
で
は
、
『日
本
書
紀
』
関
連
書
籍
を
紹
介
す

る
。
拙
稿
及
び
本
稿
に
よ

っ
て
、
『目
録
』
掲
載
の

『古
事
記
』
『日
本
書
紀
』
関
係
の
書
籍
を
す

べ
て
紹
介
す
る
こ
と
に
な
る
。

『目
録
』
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

の
　
部

一
、　
一
年
間
主
要
増
加
書

立

口

日
本
書
紀
の
部

古
事
記
の
部

記
紀
の
部

複
製
本
の
部

本
稿
で
は
、
甲
の

「
一
年
間
主
要
増
加
書
」
か
ら

『日
本
書
紀
』
関
連
書
籍
を
、
乙
の

「
日
本

書
紀
の
部
」
す
べ
て
、
同
じ
く

「複
製
本
の
部
」
か
ら

『日
本
書
紀
』
関
連
書
籍
、
及
び
巻
末
の

「追
加
之
部
」
か
ら

『日
本
書
紀
』
関
連
書
籍
を
抜
粋
、
掲
載
す
る
。

な
お
、
参
考
ま
で
に
、
古
事
記
学
会
編

『古
事
記
研
究
文
献
目
録

・
単
行
書
篇
』

（国
書
刊
行

〈
ム
　

一
九
九
二
年
五
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
、
明
治
元
年
以
降
の
書
籍
の
番
号
に
口
‐‐
□
を

日
田

付
し
た
。

甲

の

立
口

一
、　
一
年

間
主

要
増
加
書

（筆
者
注

¨
こ
の
項
目
で
は

『日
本
書
紀
』
関
係
の
書
籍
の
み
抜
粋
掲
載
す
る
）

一
一　

　

開
日
本
書
紀
　
脚
獣
　
後
陽
成
天
皇
勅
版
　
古
活
字
印
本
　
慶
長
四
年

日
本
書
紀
刊
行
本
の
嗜
矢

ニ
シ
テ
、
精
確
ナ
ル
字
惜
卜
剛
健
ナ
ル
版
式
ヲ
有
シ
、
後

刻
日
本
書
紀

ハ
線
テ
本
書
ヲ
底
本
ト
セ
リ
。
細
筆
ノ
書
込
ト
ヲ
コ
ト
黙
ヲ
有
シ
、
巻

頭
巻
末

二

『神
垣
舎
蔵
書
』
ノ
印
ア
リ
。

五
　

　

日
本
書
紀
神
代
巻
　
一
一冊
　
桃
山
時
代
篤
本

エハ
　

　

稜
成
道
別
　
橘
守
部
自
筆
　
八
冊

（
一
―
八
）

並

二
　
橘
守
部
草
稿
本
　
神
代
上

一
冊日
本
書
紀
神
代
巻
ヲ
註
繹
セ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
守
部
ノ
學
ノ
中
心
ヲ
ナ
ス
名
著
ナ
リ
。

巻

一
、
ニ
ハ
組
論
、
巻
三
ヨ
リ
八
マ
デ
ハ
神
代
下
ノ
中
途

二
亙
ル
。
右
ノ
八
巻

ハ
清

書
サ
レ
タ
ル
精
撰
本
卜
思

ハ
ル
ル
モ
、
ナ
ホ
板
本
卜
多
少
ノ
異
同
ア
リ
。
草
稿
本

一

冊
ハ
殆
ン
ド
完
成
二
近
キ
浄
書
稿
本
ナ
リ
。

神
代
紀
索
引
　
橘
守
部
自
稿
本
　
一
冊
　
一
一十
二
枚

乙
四 三 二 一 `  `  ` ｀ の
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一
四

一
七

四   三 二   一

神
代
紀
ノ
、
主
ト
シ
テ
名
詞
ヲ
書
抜
キ
、
五
十
音
順
二
切
り
貼
リ
セ
ル
索
引
。

神
代
巻
古
今
願
要
抄
　
橘
守
部
自
筆
　
墨
付
八
枚
　
一
冊

神
代
紀
心
覺
　
橘
守
部
自
筆
　
墨
付
九
枚
　
一
冊

乙
　
の
　
部
昴
卜一級訥
醇
聯
・ヽ大ノ、助鉢″峨
い
０鳴跡
Ｊ

一
、

日
本
書

記

の
部

（原

文
）

晰
日
本
書
紀
　
脚
獣
　
後
陽
成
天
皇
勅
版
　
古
活
字
印
本
　
慶
長
四
年
　
一
冊

（甲
ノ
二

二
ア
リ
）

日
本
書
紀
神
代
巻
　
（慶
長
末
　
木
活
字
無
刊
記
本
）
和
四
六
倍
大
判
　
一
一冊

〔神
代
巻
　
上
下
〕

和
四
六
倍
大
判
　
一
一冊

（寛
永
頃
ノ
版
）

附
訓
貼

神
代
巻
　
上
下
　
寛
文
七
年
　
和
四
六
倍
大
判
　
一
一冊

（奥
刊
記
）

右
以
　
勅
本
並
累
家
諸
書
而
令
訂
正
者
也
」
干
時
寛
文
第
七
丁
未
夏
四
月
日
」
自
省

軒
某
」
書
堂
」
藤
井
五
郎
衛
門
」
墨
朱
書
入
ア
リ
。
博
度
會
延
貞
自
説
書
入
本
。

『檜
垣
氏
蔵
書
』
『河
崎
氏
之
蔵
書
』

〔神
代
巻
　
上
下
〕
延
賓
四
年
　
和
四
六
倍
判
　
一
一冊

墨
書
入
彩
シ
ク
ア
リ
。

（刊
記
）

延
賓
四
仲
秋
下
旬

講
師
神
代
巻
　
上
下
　
松
下
見
林
校
正
　
一死
藤
八
年
　
和
四
六
倍
判
　
一
一冊
　
一示
都

出
雲
寺
松
栢
堂

（刊
記
）

元
藤
八
歳
次
乙
亥
仲
夏
吉
旦
」
西
村
市
郎
右
衛
門
」
頼
源
兵
衛
兵
衛
」
西
森
六
兵

衛
」
西
村
七
郎
兵
衛

『書
一一千
神
代
ノ
紀
後
こ

ノ
跛
ア
リ
、
其
奥

元
藤
八
年
二
月
十
六
日
」
松
下
見
林
書
」

誕
神
代
巻
　
上
下
　
一九
藤
九
年
　
良
空
校
定
　
和
四
六
倍
大
判
　
一
一冊
　
一示
都
　
武
村

市
兵
衛
蔵
版

（刊
記
）

二
條
通
松
屋
町
」
書
卑
武
村
市
兵
衛
蔵
版
」

冨
Γ
干
神
代
ノ
記
ノ
後
と

ノ
跛
ノ
奥

元
藤
九
歳
次
丙
子
孟
春
中
浣
　
際
士
　
五
天
散
人
良
空
　
一超
誌

『別
所
友
愛
』
ノ
印

神
代
巻
　
上
下
　
寛
永
四
年

（元
版
）

寛
政
元
年

（校
正
）
和
四
六
倍
判
　
一
一冊

東
京
　
和
泉
屋
庄
次
郎

『藤
岡
』
印

日
本
書
紀
神
代
巻
　
乾
坤
　
一早
保
三
年
　
和
三
五
判
　
一
一冊
　
一思
都
　
梅
村
市
郎
兵
衛

神
代
巻
　
上
下
　
和
四
六
倍
大
判
　
一
一冊

（奥
跛
刊
記
）

享
保
十
四
年
己
酉
膿
月
日
　
従
二
位
清
原
朝
臣
宣
通
書

『御
本
山
正
貼
』
印

神
代
巻
　
上
下
　
和
四
六
倍
判
　
一
一冊

墨
書
入
ア
リ
。

下
巻
末
二

『文
化
元
年
五
月
廿
日
京
師
上
田
百
樹
本
以
テ
書
入
レ
ヲ
ヘ
ヌ
　
殿
邑
常

久
』
（跛
刊
記
）

享
保
十
四
年
己
酉
膿
月
日
　
従
二
位
清
原
朝
臣
宣
通
書

『笙
園
文
庫
』
印

神
代
巻
　
上
下
　
明
治
三
年
　
和
四
六
倍
判
　
一
一冊
　
東
京
　
福
田
佐
兵
衛
等

墨
朱
書
入
ア
リ
。
享
保
十
四
年
清
原
宣
通
ノ
刊
語
ア
ル
モ
ノ
ゝ
後
刷
。

神
代
巻
　
上
下
　
梨
木
改
正
本
　
和
菊
倍
判
　
一
一冊
　
石
原
蔵
版

七一
二

一
一一一

ノヽ一 九
〇
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六 五 四
一
七

一
八

□二
〇

出
雲
寺
文
治
郎
等

二
一　
　
日
本
紀
神
代
巻
　
上
下

（三
部
本
紀
巻
三
、
四
）
松
岡
調
編
　
明
治
十
七
年
　
折
四
六

倍
判
　
一
一冊
　
愛
媛
縣
　
新
居
政
七

一
〓
一　
　
日
本
書
紀
神
代
巻
　
大
正
四
年
　
四
六
判
　
一
冊
　
松
江
　
島
根
縣
皇
典
講
究
分
所

一
≡
一　
　
日
本
書
紀
　
木
活
字
本
　
和
四
六
倍
大
判
　
一二
十
巻
十
五
冊

（奥
刊
記
）

慶
長
十
五
庚
成
仲
夏
念
八
」
洛
訥
野
子
三
白
誌
」

但
、
神
代
巻
二
巻

ハ
寛
文
七
年
整
版
ナ
リ
。

（奥
刊
記
）

寛
文
丁
未
仲
秋
下
浣
　
新
刊

『中
野
文
庫
』
印
、
朱
書
入

二
四

　

日
本
書
紀
　
和
菊
倍
判
　
一二
十
巻
十
五
冊

（寛
永
頃
ノ
版
）
訓
貼
入
り
。

二
五
　
　
日
本
書
紀
　
和
四
六
倍
大
判
　
一二
十
巻
十
冊

（寛
永
頃
ノ
版
）
朱
書
入
ア
リ
。

『日
野
○
家
蔵
書
』
印

一
三
ハ
　

日
本
書
紀
　
寛
文
九
年
　
和
四
六
倍
大
判
　
一二
十
巻
十
五
冊
　
武
村
市
兵
衛
等

『吉
松
固
書
』
印

二
七

　

日
本
書
紀
　
寛
文
九
年
　
和
四
六
倍
大
判
　
一二
十
巻
十
五
冊
　
武
村
市
兵
衛
等

神
代
巻
　
上
下
　
御
霊
社
版
　
和
四
六
倍
判
　
一
一冊
　
一示
都
　
錢
屋
惣
四
郎

日
本
紀
神
代
巻
　
和
四
六
倍
判
　
一
一巻

一
冊
　
大
阪
　
土円
木
恒
三
郎

日
本
紀
神
代
巻
　
上
下
　
和
四
六
倍
判
　
一
一冊
　
大
阪
　
櫻
園
書
院

前
記
、
青
木
恒
三
郎
板

二
同
ジ
。

神
代
巻
　
上
下
　
（神
祗
要
編
ノ
内
）

和
四
六
倍
判
　
一
一冊

日
本
書
紀
神
代
巻
　
一
一冊
　
桃
山
時
代
初
期
篤

（甲
ノ
五
二
ア
リ
）

日
本
書
巻
神
代
巻
　
和
菊
判

　
一
冊

明
治
二
、
三
十
年
頃
ノ
活
版
本
ナ
リ
。

肛
神
代
巻
　
上
下
　
中
山
繁
樹
訓
貼
　
明
治
六
年
二
版
　
和
四
六
判
　
一
一冊
　
一只
都

朱
書
入
ア
リ
。

第
三
十
巻
未

ニ

『日
本
紀
誤
謬
不
」
少
今
遂

一
二
改
正
之
且
‐
以
二
山
崎
垂
加
翁
木
鴨
砧
之
縣
主
等
之
後

述
旨

一
冠
註
傍
考
猶
重
可
二
精
解

一
而
巳
　
一謄
　
包
福

『花
押
』
ノ
朱
書

ア
リ
。
『滋

岡
庫
』
印

二
八

　

日
本
書
紀
　
寛
文
九
年
　
和
四
六
倍
大
判
　
一二
十
巻
十
五
冊

（刊
記
）

京
寺
町
通
御
池
入
ル
町
　
芳
野
屋
徳
兵
衛
徹
　
洛
陽
書
林

上
欄
外

二
墨
書
註
記
入
ア
リ
。

二
九

　

疏
日
本
書
紀
　
小
寺
清
先
校
正
　
一早
和
三
年
二
版
　
和
四
六
倍
判
　
一二
十
巻
十
五
冊

東
京
　
須
原
屋
茂
兵
衛
等

寛
政
六
年
元
版
　
一早
和
三
年
第
二
版

三
〇

　

日
本
書
紀
　
和
菊
大
判
　
一二
十
巻
十
五
冊
　
東
京
　
須
原
屋
茂
兵
衛
等

寛
政
六
年
版
後
刷

一二
一　
　
疏
日
本
書
紀
　
小
寺
清
先
校
正
　
和
四
六
倍
判
　
一二
十
巻
十
五
冊
　
東
京
　
須
原
屋
茂

兵
衛
等
（序
刊
記
）

寛
政
五
年
歳
次
癸
丑
正
月
」
吉
備
笠
阜
　
小
寺
清
先
謹
撰

寛
政
六
年
版
後
刷

〓
〓
一
　

日
本
書
紀
　
再
刻
　
文
政
十
三
年
　
和
四
六
倍
判
　
一二
十
巻
十
五
冊
　
東
京
　
須
原
屋

茂
兵
衛
等

〓
≡
一
　

日
本
書
紀
　
再
刻
　
和
四
六
倍
判
　
一二
十
巻
十
五
冊
　
東
京
　
須
原
屋
茂
兵
衛
等

文
政
十
三
年
版
後
刷

三
四

　

日
本
書
紀
　
再
刻
　
明
治
二
年
　
和
四
六
倍
判
　
一二
十
巻
十
五
冊
　
東
京
　
山
城
屋
佐

丘
谷
筒
生
寸

文
政
十
三
年
版
後
刷

三
五
　

日
本
書
紀
　
附
日
本
書
紀
紋
孵
備
考
　
大
開
増
業
編
　
文
政
五
年
　
和
菊
判
　
一二
十
二

巻
十
六
冊
　
一只
都
　
風
月
荘
右
衛
門
等
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（紋孵
備
考
序
）

文
政
壬
午
暮
春
月
黒
羽
主
人
　
大
開
増
業
識

一二
ハ
　

日
本
書
紀
　
薄
葉
本
　
一死
治
元
年
　
和
四
六
倍
大
判
　
一二
十
巻
六
冊
　
一示
都
　
士
口
野
屋

仁
兵
衛
等

三

七

第

一
冊
ノ
ミ
朱
書
入
ア
リ
、
明
治
三
十
五
年
ヨ
リ
石
川
定
由
書
入
ノ
旨
朱
書
ア
リ
。

日
本
書
紀
　
巻

一
至
巻
七
　
篤
本
　
和
菊
倍
判
　
七
巻
五
冊

白
河
架
翁
ノ

『白
河
』
『桑
名
』

『架
亭
文
庫
』
ノ
印
ア
リ
。

平
偶
名
交
リ
ノ
篤
本
。

三
八

　

日
本
書
紀
　
巻
四
、
六
、
八
、
十
七
、
十
八
、
二
十

一
、
二
十
六
、
三
十
　
窮
本
　
和

菊
倍
判
　
八
冊

『中
村
文
庫
』
印

（近
世
初
期
篤
）

三
九

　

古
抄
本
日
本
書
紀
　
巻
第

一
零
本
　
篤
本
　
和
四
六
倍
大
判

『下
組
崎
房
秋
葉
場
孫
兵
衛
蔵
書
』
印

（奥
書
）

於
河
内
國
春
田
八
幡
宮
東

一
院
東
房
屋
篤
之
」

石
穂
山
今
佛
頂
山
太
子
勝
髪
紅
講

三
時
ヨ
リ
橘
寺

ニ
ア
リ

定
円

回
回

　

偶
名
日
本
紀
　
巻

一
至
三
　
明
治
八
年
　
和
四
六
倍
判
　
一二
巻
三
冊
　
岐
阜
縣
　
東
崖

堂

四
一　
　
日
本
書
紀
　
伴
信
友
校
訂
　
明
治
十
六
年
　
和
四
六
倍
　
エハ
冊
　
大
阪
　
赤
志
忠
七

四

一
　

雛
日
本
書
紀
　
山序
本
宗
道
　
大
宮
宗
司
校
訂
　
明
治
二
十
五
年
　
和
菊
本
　
一二
冊
　
東

一只
　
東
京
堂

四
一一
　

日
本
書
紀

（國
史
大
系
第

一
巻
）

明
治
三
十
年
　
四
六
判
　
一
冊
　
東
京
　
経
済
雑

誌
社

四
四

　

日
本
書
紀

（六
囲
史
第

一
、
二
巻
）

佐
伯
有
義
編
　
昭
和
三
年
　
菊
判
　
一
一冊
　
大

阪
　
朝
日
新
聞
社

回
国

　

日
本
紀
略

（輛
偏
國
史
大
系
第
十
、
十

一
巻
）

黒
板
勝
美
編
　
昭
和
四
年
　
菊
判
　
二

冊
　
東
京
　
國
史
大
系
刊
行
會

四
六

　

日
本
書
紀

（原
文
）
（日
本
古
典
全
集
第
三
十
三
、
四
十
二
巻
）

正
宗
敦
夫
編
　
昭
和

五
年
　
一一一五
判
　
一
一冊
　
東
京
　
日
本
古
典
全
集
刊
行
會

四
七

　

日
本
書
紀

（訓
讀
）
（日
本
古
典
全
集
第
四
十
七
、
四
十
九
巻
）

正
宗
敦
夫
編
　
昭
和

八
年
　
一一一五
判
　
一
一冊
　
東
京
　
日
本
古
典
全
集
刊
行
會

四
八

　

日
本
書
紀

（訓
讀
）
（日
本
古
典
全
集
ノ
内
）

正
宗
敦
夫
編
校
　
昭
和
八
年
　
四
六
判

一
冊
　
東
京
　
日
本
古
典
全
集
刊
行
含

四
九

　

日
本
書
紀
　
い
て
ふ
本
　
一二
教
書
院
編
輯
部
編
　
昭
和
十

一
年
　
和
四
六
判
　
一二
冊

東
京
　
編
者

国
回

　

旨
「
”
目
澪
Ｆ

〓
て
いＦ
ｏ
訂

“①
ヴ

“ｒ
ｏ
ヨ
¨
■

で
「〓
軍
①Ｒ

著

【８
Ｆ
一８
｝

一
一
冊

弓
９

″
る

工
３
日
∽ｒ
”
　
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
　
日
本
書
紀
獨
詳

（東
亜
民
族
學
界
紀
要
）

倉
肝
　
土思
　
童
こ

五
一　
　
請
日
本
書
紀
神
代
合
解
　
清
原
國
賢
編
　
寛
文
四
年
　
和
四
六
倍
判
　
エハ
冊
　
村
田
勝

五
郎

喜

一
　

神
代
口
訣
　
忌
部
正
通
著
　
寛
文
四
年
　
和
四
六
倍
大
判
　
五
冊
　
一只
都
　
武
村
市
兵

一訂

≡

一一
　

神
代
巻
口
訣
抄
　
篤
本
　
和
菊
大
判
　
一
冊

（奥
書
）

天
保
五
甲
午
年

一
月
篤
之

五
四

　

日
本
紀
神
代
抄
　
清
原
宣
賢
著
　
寛
文
九
年
　
和
四
六
倍
判
　
エハ
冊
　
武
村
市
兵
衛
昌

常
等

五
五

　

神
武
紀
集
解
　
龍
熙
近
著
　
〔延
賓
二
年
序
〕

和
四
六
倍
大
判
　
一
一冊

五
六

　

日
本
書
紀
神
代
私
説
　
白
井
宗
因
著
　
〔延
賓
二
年
序
〕

和
四
六
倍
判
　
八
冊

五
七

　

神
代
巻
藻
堕
草
　
玉
木
正
英
著
　
〔元
文
四
年
序
〕

和
四
六
倍
判
　
エハ
冊
　
一只
都
　
合

書
棋

五
八

　

日
本
書
紀
通
證
　
谷
川
士
清
著
　
賓
暦
十
二
年
　
和
四
六
倍
大
判
　
一
一十
三
冊
　
一示
都

出
雲
寺
文
治
郎
等
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五
九

　

書
紀
補
解
　
内
藤
源
中
篤
　
天
明
四
年
　
和
四
六
倍
大
判
　
七
冊

『百
瀬
氏
蔵
書
』
印

六
〇

　

書
紀
集
解
　
河
村
秀
根
著
　
河
村
殷
根
、
河
村
盆
根
訂

判
　
一
一十
冊
　
愛
知
縣
　
矢
田
藤
兵
衛
等

『時
習
堂
固
書
章
』
印
ア
リ
。

六

一　
　
書
紀
集
解
　
河
村
秀
根
　
昭
和
十
二
、
十
三
年
　
菊
判

化
研
究
所

〔天
明
五
年
序
〕

和
四
六
倍

三
冊
　
東
京
　
國
民
精
神
文

工全
一
　

書
紀
百
氏
補
博
　
榮
名
井
廣
組
著

〔天
明
八
年
序
〕

和
四
六
倍
判
　
五
冊

上雀
一
　

神
代
紀
善
華
山
陰
　
本
居
宣
長
著

〔鈴
乃
屋
蔵
板
〕

寛
政
十
二
年
　
和
四
六
倍
大
判

一
冊

六
四

　

神
代
紀
善
華
山
陰
　
本
居
宣
長
著
　
和
四
六
倍
判
　
一
冊
　
一只
都
　
丁
字
屋
榮
助

六
五

　

神
代
清
地
博
　
榮
名
井
廣
線
著
　
一早
和
二
年
　
和
四
六
判
　
五
冊
　
一只
都
　
神
先
宗
八

六
上ハ
　

神
代
紀
葦
牙
　
栗
田
土
満
著
　
文
化
八
年
　
和
四
六
倍
判
　
一二
冊
　
一示
都
　
河
南
儀
兵

衛
等

六
七

　

神
代
巻
堕
土
博
　
谷
重
遠
著
　
和
四
六
倍
大
判
　
四
冊
　
一只
都
　
茨
城
多
左
衛
門

六
八

　

神
代
巻
講
述
紗
　
出
口
延
佳
著
　
和
四
六
倍
判
　
五
冊
　
山
本
廣
足
編

〔寛
文
十
二
年
冬
ノ
序
ア
リ
〕

六
九

　

日
本
書
紀
纂
疏

　
一
条
兼
良
著
　
和
菊
倍
判
　
八
冊

七
〇

　

日
本
書
紀
纂
疏

　
一
条
兼
良
著
　
古
篤
本
　
和
四
六
倍
大
判
　
一
一冊

七

一　
　
日
本
書
紀
纂
疏

（巻
第
六
快
）

一
条
兼
良
著
　
新
坊
法
印
定
盛
篤
　
寛
永
十
二
年

和
菊
倍
判
　
五
冊

七
二
　

日
本
書
紀
纂
疏
　
一
条
兼
良
著
　
国
民
精
神
文
化
研
究
所
編
　
昭
和
十
年
　
菊
判
　
一

冊
　
東
京
　
編
者

七
一一一　
　
日
本
書
紀
神
代
之
系
国
　
篤
本
　
和
四
六
倍
大
判
　
一
冊

「英
王
堂
蔵
書
」
印
ア
リ

七
四

　

日
本
書
紀
巻
第

一
私
紗
　
篤
本
　
和
四
六
倍
判
　
一
冊

〔安
政
四
年
跛
〕

七
五
　
　
日
本
書
紀
東
家
秘
偉
　
北
畠
親
房
著
　
篤
本
　
和
四
六
倍
大
判
　
一
冊

七
六

　

神
代
巻
祀
偉
　
篤
本
　
和
四
六
倍
大
判
　
一
冊

七
七

　

神
代
巻
聞
書
　
篤
本
　
和
四
六
倍
判
　
四
冊

（第

一
冊
内
題
）

寛
政
十
二
〇
壬
四
月
三
日
開
講
　
神
代
聞
書
　
吉
岡
頼
母

（第
二
冊
内
題
）

文
化
三
丙
寅
二
月
廿
五
日
ヨ
リ
廿
九
日
迄

神
代
巻
聞
書
　
八
洲
起
源
　
幸
道

（第
三
冊
内
題
）

四
神
出
生
六

一
書
族
身
ノ
段
　
幸
道

（第
四
冊
内
題
）

文
化
三
丙
寅
二
月
　
神
代
巻
聞
書
　
開
始
之
段
　
幸
道

（第
四
冊
奥
書
）

藤
原
幸
道
回

養
老
四
歳
ヨ
リ
文
化
三
迄
千
八
拾
七
年
成
　
日
本
書
紀
上
下
ハ
ニ
萬
四
字
ヲ
以
テ
御

ア
ミ
立
被
成
夕
也
　
日
本
書
紀
上
巻
ノ
古
ヨ
リ
焉
字
迄
六
拾
五
字
同
下
巻
天
照
ヨ
リ

焉
字
迄
五
拾
六
字
　
是
上
巻
ノ
字
数
以
日
本
書
紀
三
拾
巻
貫
之

七
八
　

脚
訛
謎
神
道
和
語
解
　
篤
本
　
和
四
六
倍
判
　
一
冊

（奥
書
）

暢
月
四
日
書
始
也
　
天
の
所
　
山
口
氏
　
什
物

七
九

　

神
代
混
沌
草
　
跡
部
良
顧
著
　
篤
本
　
和
四
六
倍
大
判
　
五
冊

「享
保
五
年
庚
子
季
秋
良
辰

重
垣
翁
友
部
安
崇
」
ノ
序
ア
リ

八
〇

　

神
代
和
解
　
鴨
砧
之
著
　
篤
本
　
和
四
六
倍
大
判
　
五
冊

八
一　
　
神
代
巻
愚
案
抄
　
篤
本
　
和
菊
判
　
八
巻
　
四
冊

（巻
末
記
）

干
時
天
明
六
丙
午
歳
霜
月
中
浣
日
　
長
山
左
内
藤
原
助
賞
謹
書

神
代
巻
抄
　
篤
本
　
和
菊
判
　
一
一冊

日
本
書
紀
常
世
長
鳴
鳥
　
鴨
茂
規
清
草
稿
　
篤
本
　
和
四
六
倍
判
　
一
冊

神
代
巻
師
説
聞
書
　
上
下
　
篤
本
　
和
四
六
倍
判
　
一
一冊

（上
巻
内
題
）
『明
和
七
寅
五
月
十
五
日
開
講
同
六
月
初
三
日
満
解
　
神
代
○
運
聞
書

八  八  八
四  三  二
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四
予
三
十
三
歳

八
五

　

神
代
巻
第
二
聞
書

（神
代
巻
下
聞
書
）

和
四
六
倍
判
　

一
冊

（巻
末
記
）

干
時
明
和
六
歳
巳
七
月
八
撰
尾
　
千云
陽
意
宇
郡
古
志
原
邑
山
代
神
社
神
主
吉
岡
但
馬

神
　
一騰
原
愛
道

（花
押
）

八
六

　

御
代
謎
志
豆
之
諸
環
　
五
十
鈴
宮
上
下
　
度
會
宮
上
　
篤
本
　
一狭
野
神
主
光
陶
撰
　
和
四

六
倍
判
　
一二
巻
三
冊

八
七

　

神
代
巻
要
運
秘
書
　
胡
‰
ぽ
腕
蝋
韓
　
篤
本
　
和
菊
判
　

一
冊

八
八

　

悧
神
代
巻
解
　
篤
本
　
天
保
十

一
年
　
和
菊
判
　
一
一冊

（奥
書
）

右
神
代
上
下
篇
桂
齊
源
丈
秀
樹
翁
口
博
安
永
三
甲
午
稔
自
春
至
冬
秘
之
勿
許
敢
テ
他

祠
云
○
天
保
十

一
年
子
十
月
念
三
日
ヨ
リ
十

一
月
念

一
日
二
篤
シ
終
ル

神
代
巻
二
重
五
鰭
翁
口
授
　
玉
木
葦
齋
著
　
篤
本
　
和
四
六
倍
大
判
　

一
冊

神
代
巻
日
蔭
草
　
岡
田
正
利
著
　
一騰
原
信
良
篤
　
明
和
五
年
　
和
四
六
倍
判

　
一
冊

神
代
三
書
聞
書
　
篤
本
　
和
四
六
倍
判
　
一
一冊

（奥
篤
記
）

安
永
六
丁
酉
年
三
月
四
日
　
杉
立
正
文
　
一超
篤

九
二
　
　
日
本
書
紀
　
篤
本
　
和
四
六
倍
判

　

一
冊

九
一一一
　

書
紀
聞
書
　
榊
詳
場
絣
　

篤
本
　
和
菊
判
　
一
一冊

（巻
末
記
）

惟
時
文
化
十
四
丁
巳
初
夏
　
楓
井
致
知
　
謹
書

九
四

　

神
代
巻
師
説
　
神
三
巻
　
混
成
翁
口
授
　
出
雲
孝
豫
篤
　
玩
鴎
齋
校
　
和
菊
判

　

一
冊

九
五

　

神
代
巻
潮
翁
語
類
　
篤
本
　
和
菊
判

　
一
冊

九
六

　

神
代
巻
菅
根
　
篤
本
　
和
菊
判
　
十
五
冊

（第

一
巻
訣
）

九
七

　

神
代
巻
口
解
　
篤
本
　
和
四
六
倍
大
判
　
四
冊

九
八

　

稜
成
道
別
　
橘
守
部
自
筆
　
八
冊

（甲
ノ
六
二
ア
リ
）

九
九

　

稜
成
道
別
　
橘
守
部
自
筆
稿
本
　
神
代
上
　

一
冊

（甲
ノ
六
二
ア
リ
）

一
〇
〇
　
神
代
巻
古
今
顧
要
紗
　
橘
守
部
自
筆
　
墨
付
八
枚

　
一
冊

（甲
ノ
十
四
二
ア
リ
）

一
〇
一　
日
本
書
紀
集
説
　
篤
本
　
平
高
潔
編
　
和
四
六
倍
判
　
七
冊

一
〇
二
　
日
本
書
紀
無
目
籠
　
篤
本
　
和
菊
判
　
七
冊

一
Ω

一一　
日
本
書
紀
類
衆
解
　
内
山
具
龍
自
筆
　
和
菊
判
　
五
冊

日
本
書
紀
ヲ
地
名
詞
章
等
分
類
別

二
纏
メ
解
繹
ヲ
施
セ
ル
モ
ノ

博
内
山
具
龍
自
筆
稿
本

一
〇
四
　
神
代
紀
索
引
　
橘
守
部
自
稿
本
　

一
冊

（甲
ノ
十

一
二
ア
リ
）

一
〇
五
　
神
代
紀
心
覺
　
橘
守
部
自
筆

　
一
冊

（甲
ノ
十
七
二
ア
リ
）

一
〇
六
　
日
本
書
紀
選
定
之
事
　
上
田
百
樹
自
筆
　
篤
本
　
和
四
六
倍
判
　
一
冊

（巻
末
記
）

此
書

ハ
荒
本
田
久
老
主
ヨ
リ
カ
リ
エ
テ
ウ
ツ
シ
ツ
　
一早
和
二
年
正
月
九
日
　
上
田
百

樹

目
回
Ш

神
代
巻
根
國
史
　
賀
茂
規
清
著
　
明
治
二
十

一
年
　
和
菊
判
　
一
一冊
　
東
京
　
北
川
良

中
い

「大
徳
氏
蔵
印
ア
リ
」

目
回
囚

日
本
書
紀
解
　
平
宣
夫
自
筆
草
稿
　
和
四
六
倍
判
　
十
冊

（巻
末
記
）

明
治
七
年
甲
成
三
月
三
十

一
日
　
平
宣
夫

（花
押
）

一
〇
九
　
刺
榊
諏
校
Ｅ
日
本
紀

・
神
代
巻
　
明
治
十
四
年
二
版
　
和
四
六
倍
判
　
一
一冊
　
東
京
　
校

訂
者

一
一
〇
　
日
本
紀
講
義
神
代
巻
　
一二
崎
民
樹
等
著
　
明
治
三
十
九
年
二
版
　
四
六
判
　
一
冊
　
東

一示
　
水
穂
會

一
一
一　
日
本
書
紀
博
　
鈴
木
重
胤
著
　
秋
野
康
彦
校
訂
　
皇
典
講
究
所
國
學
院
大
學
出
版
部
編

明
治
四
十
三
、
四
年
　
菊
判
　
七
冊
　
東
京
　
編
者

三

一
一　
日
本
書
紀
博

（鈴
木
重
胤
全
集
第

一
―
七
巻
）

鈴
木
重
胤
著
　
樹
下
快
淳
編
　
昭
和

十
二
―
十
四
年
　
菊
判
　
七
冊
　
東
京
　
鈴
木
重
胤
先
生
學
徳
顧
揚
會

八
九

九
〇

九

一

乾
　
古
志
原
神
官
愛
道
』

（下
巻
内
題
）
『明
和
六
五
月
下
旬
　
神
代
巻
坤
　
古
志
原
神
官

（同
巻
末
記
）
明
和
六
己
三
月
廿
三
日
初
同
歳
八
月
十
日
相
満

藤
原
愛
道
』

永
岡
○
生
歳
七
十



三

〓
一　
偶
名
の
日
本
書
紀
　
植
松
安
著
　
大
正
九
年
　
四
六
判
　
一
一冊
　
東
京
　
大
同
館

一
一
四
　
新
詳
日
本
書
紀
　
飯
田
弟
治
詳
　
松
本
愛
重
校
閲
　
大
正
元
年
　
菊
判
　
一
冊
　
東
京

嵩
山
房

一
一
五
　
日
本
書
紀
講
義
神
代
巻
　
田
邊
勝
哉
著
　
昭
和
七
年
　
菊
判
　
一
冊
　
東
京
　
帝
國
神

祇
學
會

目
―一‐
因

認
神
代
記
讀
本＜
　
一局
山
昇
編
　
明
治
四
十
四
年
　
四
六
判
　

一
冊
　
東
京
　
誠
之
堂

一
一
七
　
新
詳
日
本
書
紀
　
飯
田
弟
治
詳
　
松
本
愛
重
校
閲
　
大
正
十
年
　
菊
判
　
一
冊
　
東
京

言
誠
社

一
一
八
　
書
紀
に
見
え
て
ゐ
る

『之
』
字
に
つ
い
て

（墓
北
帝
國
大
學
文
政
學
部
文
學
科
研
究
年

報
第

一
輯
）

福
田
良
輔
著
　
昭
和
九
年
　
菊
判
　
一
冊
　
一量
北
　
一量
北
帝
國
大
學
文

政
學
部

一
一
九
　
日
本
書
紀

（糊
日
本
文
學
叢
書
第
二
輯
第

一
巻
ノ
内
）

昭
和
二
年
　
菊
判
　
一
冊
　
東

一示
　
日
本
文
學
叢
書
刊
行
含

一
二
〇
　
神
代
巻
風
葉
集

（大
日
本
文
庫
第
五
冊
）

山
崎
闇
齋
著
　
大
日
本
文
庫
刊
行
會
編

昭
和
十
年
　
四
六
判
　
一
冊
　
東
京
　
編
者

〓
一
一　
日
本
書
紀
講
話
　
加
藤
玄
智
著
　
昭
和
十
年
　
四
六
判
　
一
冊
　
東
京
　
二早
華
社

〓
〓
一　
日
本
書
紀
通
繹
　
飯
田
武
郷
著
　
昭
和
十
１
十
二
年
版
　
菊
版
　
エハ
冊
　
東
京
　
内
外

書
籍
株
式
会
社

〓
≡
一　
日
本
書
紀
新
講
　
飯
田
季
治
著
　
昭
和
十

一
年
―
十
三
年
　
菊
版
　
一二
冊
　
東
京
　
明

文
社

一
二
四
　
日
本
書
紀
概
説
　
田
中
義
能
著
　
昭
和
十
三
年
　
菊
判
　
一
冊
　
東
京
　
日
本
學
述
研

究
會

三
二
五
　
日
本
書
紀
と
日
本
精
神

（日
本
文
化
第
四
十
冊
）

武
田
砧
吉
著
　
昭
和
十
四
年
　
四

六
大
判

　
一
冊
　
東
京
　
日
本
文
化
協
含

古
事
記
の
部

（筆
者
注
Ｉ
」
の
項
目
は
省
略
す
る
）

一
、
記
紀
の
部

（筆
者
注

一
こ
の
項
目
は
省
略
す
る
）

一
、
複
製
本

の
部

（筆
者
注

一
こ
の
項
目
で
は

『日
本
書
紀
』
関
係
の
書
籍
の
み
抜
粋
掲
載
す
る
）

目
―一‐
回

嗣
本
圭日新
千
三
百
年
記
念
展
観
目
録
　
大
正
八
年
五
月
十
日
　
於
東
京
　
菊
判
　
一
冊

三
一
一　
酵
従
紆
に
日
本
書
紀
古
本
集
影
　
日
本
書
紀
撰
進
千
二
百
年
紀
念
含
編
　
大
正
九
年
　
和

四
六
倍
判
　
一
冊

一二
〓
一　
日
本
書
紀
脚
獣
　
慶
長
勅
版
　
昭
和
三
年
　
和
四
六
倍
大
判
　
一
冊
　
東
京
　
酒
井
宇

士
口

一三

〓
一　
日
本
書
紀

（丹
鶴
叢
書
）

和
四
六
倍
判
　
一
一冊
　
一只
都
　
出
雲
寺
文
次
郎
等

三
一
四
　
日
本
書
紀

（丹
鶴
叢
書
）

國
書
刊
行
會
編
　
明
治
四
十
五
年
　
菊
判
　
一
冊
　
東
京

編
者

三
一
五
　
日
本
書
紀
　
巻
第

一
、
二

（丹
鶴
叢
書
）

大
正
三
年
　
和
四
六
倍
判
　
一
一冊
　
東
京

民
友
社

一二
王
ハ

畑
辮
日
本
書
紀

（巻
之
部
）

七
巻

（古
篤
本
日
本
書
紀
解
）

巻
第
十
應
神
天
皇
紀
　
　
　
田
中
教
忠
蔵
本

巻
第
二
十
二
推
古
天
皇
紀
　
山石
崎
文
庫
蔵
本

巻
第
十

一
仁
徳
天
皇
紀
　
　
一則
田
侯
爵
蔵
本

巻
第
二
十
四
皇
極
天
皇
紀
　
山石
崎
文
庫
蔵
本

巻
第
十
四
雄
略
天
皇
紀
　
　
一削
田
侯
爵
蔵
本

巻
第
十
七
縫
惜
天
皇
紀
　
　
　
同

巻
第
二
十
敏
達
天
皇
紀
　
　
　
同

三
一
七
　
畑
辮
日
本
書
紀

（帖
之
部
）
菊
倍
判
　
九
帖

古
篤
本
日
本
書
紀
解
題

巻
第

一
神
代
巻
上
残
歓

巻
第
二
神
代
巻
上
下

巻
第
十
應
神
天
皇
紀

田中 千晶 :天理図書館『開館九周年記念 古事記。日本書紀展覧会目録』紹介 (続 )

巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻
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巾占  巾占  巾占  丹丹

佐

々
木
信
綱
本

宮
内
省
固
書
寮
蔵
本

同
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巻
第
十
二
履
中
天
皇
紀

巻
第
十
三
允
泰
天
皇
紀

巻
第
十
四
際
略
天
皇
紀

巻
第
十
五
清
寧
天
皇
紀

巻
第
十
六
武
烈
天
皇
紀

巻
第
十
七
縫
催
天
皇
紀

巻
第
二
十

一
用
明
天
皇
紀

巻
第
二
十
二
推
古
天
皇
紀

巻
第
二
十
三
舒
明
天
皇
紀

巻
第
二
十
四
皇
極
天
皇
紀

三
二
四
　
日
本
書
紀
私
見
聞
　
春
喩
本

存
會

反
正
天
皇
紀

安
康
天
皇
紀
　
　
　
同

一
帖

同

一
帖

顧
宗
天
皇
紀
　
仁
徳
天
皇
紀

同

一
帖

崇
峻
天
皇
紀

同

一
帖

同

一
帖

昭
和
十
三
年
　
和
四
六
倍
判
　
一
一冊
　
東
京
　
古
典
保

追

加

之
部

（筆
者
注

一
こ
の
項
目
で
は

『日
本
書
紀
』
関
係
の
書
籍
の
み
抜
粋
掲
載
す
る
）

三
二
五
　
剖
継
神
代
巻
　
篤
本
　
和
四
六
倍
判
　
一
冊

一壬
エ
ハ　
繹
日
本
紀
　
卜
部
懐
賢
著
　
和
四
六
倍
判
　
一
一十
八
巻
十
五
冊

目
目
□

豊
秋
津
洲
博
　
山一ユ幡
千一言〈
口完
　
藤
原
保
之
著
　
柳
條
亭
　
篤
　
文
化
十
二
年
　
和
四
六
倍

判
　
八
冊

三
二
八
　
日
本
書
紀
精
粋

（日
本
思
想
叢
書
第
九
編
）

文
部
省
社
會
教
育
局
編
　
昭
和
九
年
二

版
　

一
冊
　
東
京
　
社
會
教
育
會

口日
目
Ш

‐こ我
測
は
猟
氏
族
統
合
の
問
題
―
日
本
書
紀
を
中
心
と
す
る
文
献
的
研
究
―

（日
本
諸
學
研

究

一
）

森
田
誠

一
著
　
昭
和
十
四
年
菊
判
　

一
冊
　
東
京
　
日
本
文
化
中
央
聯
盟

曰
日
回

書
紀
編
纂
者
の
思
想
に
就

い
て
―
使
用
語
句
に
よ
る
原
典
批
判
的
研
究
―

（日
本
諸
學

研
究
二
）

木
村
俊
夫
著
　
昭
和
十
四
年
　
菊
判

　

一
冊
　
東
京
　
日
本
文
化
中
央
聯

明
ユ

≡
二
一　
日
本
書
紀
の
編
纂
に
就

い
て

（日
本
諸
學
研
究
三
）

鴻
巣
隼
雄
著
　
昭
和
十
四
年

菊
判

　
一
冊
　
東
京
　
日
本
文
化
中
央
聯
盟

三
四
一　
神
武
紀
解
　
一早
保
二
十
年
　
篤

　
一
冊
　
九
十
二
枚

（奥
書
）

右
神
武
紀
解

一
巻
　
五
鰭
潮
翁
之
所
」

編
纂
也
乞
借
干
高
橋
氏
而
書
篤
畢
」

享
保
乙
卯
季
夏
　
笑
疑
齋

巻
首

二
一
枚
ノ
地
固
ヲ
入
レ

『笑
疑
齋
』
印
有
。

注田
　
田
中
千
晶

「
天
理
図
書
館

『開
館
九
周
年
記
念
　
古
事
記

。
日
本
書
紀
展
覧
会
目
録
』
紹
介
」
亀
甲

南
女
子
大
学
研
究
紀
要
　
文
学

。
文
化
編
』
第
四
十
六
号
　
一
一〇

一
〇
年
三
月
）

０
　
『課
神
代
記
読
本
』
は

「
は
し
が
き
」
に
よ
る
と

「古
事
記
の
上
巻
と
、
日
本
書
紀
の

一
二
巻
と
の
神

代
記
を
合
せ
て
為
」
し
た
も
の
で
あ
る
。


